
様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 46.7　ha

交付期間 0.396

基幹事業

提案事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

〇

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

その他の
数値指標２

基幹事業である（仮称）平群町文化センター建設事業について、
ワークショップを合計3回実施し、新しく建設するセンターに対し
て希望する機能や設備、使い勝手の良い配置等の意見を出し
てもらい、可能な限り住民の希望を設計に反映した。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

地域と一体となり、地域の課題や問題点の解決方法を探り継続した
まちづくりへの取り組みを長期的に行っていく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

平群町総合文化センターの外構部分には緑が多く取り入れられているが、木々や草花の維持管理には多くの手間がかかり、職員だけではとても手が足りなかった。そこで、維持管理に関する簡単な作業についてボランティアを募
集したところ、多くの住民に積極的に参加してもらうことができた。

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度※１

H31
1,542

（R3.4.1時点）
▲

目標値達成はできなかったが、従前値と比
較して評価区域における人口増加は確認さ
れており、一定の効果はあったと考えられ
る。駅周辺事業などのハード事業は完了し
ているため、今後大きく人口が増える見込
みがないため、今後１年以内での目標値の
達成は難しいと考える。

予定なし指標３ 平群駅周辺地区人口 人/年 1,503 Ｈ28 2,270

H31
47,303

（R3.4.1時点）
▲

利用者数は、目標値の半分以下になった
が、これは新型コロナウイルス感染症の拡
大防止を防ぐため、利用者が来館を控えた
こと、4，5月は施設を閉鎖していたこと、貸
館の利用者を50％以下に制限していたと
いった影響が大きいため、次回のフォロー
アップにて今後の傾向性を見る必要がある
と考える。

令和4年3月31日指標２ 公民館等利用者数 人/年 85,974 Ｈ27 100,000

交付期間
の変更

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

H31 2,979
（H30.11月時点）

▲

平群駅における利用者数は、H30年では目
標値の達成はできなかった。現在発表され
ている乗降客数データは最新のもので平成
30年11月であるが、このとき本事業はまだ
完了してないため、次回の更新に合わせて
フォローアップを行う必要がある。

令和3年12月28日

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

提案事業

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

指標1 近鉄平群駅乗降客数 人/日 3,308 Ｈ27 3,400

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

（仮称）平群町文化センター建設事業

図書館建設事業、花いっぱい運動、交流促進事業、観光パンフレット・ポスター等作成事業

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

新たに追加し
た事業

基幹事業

当初計画
から

削除した
事業

基幹事業

奈良県 市町村名 平群町 地区名 平群駅周辺地区

平成29年度～平成31年度 事後評価実施時期 令和3年度 交付対象事業費 2,438百万円 国費率



様式２－２　地区の概要

単位：人/日 3,308 H27 3,400 H31 2,979 H30

単位：人/年 85,974 H27 100,000 H31 47,303 R03

単位：人/年 1,503 H28 2,270 H31 1,542 R03

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

駅周辺の整備は完了したことから、今後ソフト対策を検討し、交流人口の確保増大、及び定住人口の拡大が図られるよな取組を検討していく。

平群駅周辺の活力と賑わい創出のため、魅力ある公共空間の整備と活用を図る。
目標１：にぎわいのある駅前空間の創出
目標２：魅力ある文化交流・情報発信拠点の創出
目標３：定住人口の増加

平群駅乗降客数

公民館等利用者数

駅周辺地区人口

まちの課題の変化

・駅周辺の整備、総合文化センターの建設による、駅前空間の創出事業は完了した。
・整備された総合文化センターをどんぐり広場を用いて、住民主体となる活動の支援を行い、センターの継続的な利用を促し、町内外に対してまちの魅力を発信し続ける活動が必要である。
・総合文化センターを情報発信拠点として各種イベント等を実施し、平群駅周辺を訪れる交流人口の増加を図る必要がある。

平群駅周辺地区（奈良県平群町）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

平群駅西特定土地

区画整理事業（12.5ha）

都市再生整備計画区域

（46.7ha）

平群町総合文化センター 町道平群駅前線

平群町駅前ロータリー


